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瀬戸川衆層群中の趨塩基性岩(l! ) 

静岡市美和高山 の ピクラ イト玄武岩

鮫島輝彦業

瀬戸川累層群中。趨境基性岩についてはこの報告白(1)で綬括的に 述 べ士

が (11 ピクライト玄武岩の貫入障 は 静 岡 市 美 和 高 山 と (2;;その直 〈北 方 の湯島

に発見されたのみで 7.5万分の 1静岡 閑備 に 記世さ れている島田北方の千葉山

り ものは碓思 Lて い な い . 房総の蛇紋岩体にピクラ イト 玄武岩がゼノリ スとーし

て含まれているものがあるので活動の時期作蛇紋岩より飽かに遍いもめ と推定

される.

静岡市美和高 IJj坦ピタヲイ ト玄武岩は北北東 ・南南西にやや伸び た岩 株状貫

入体で.オリープ岩体と同様に辺緑郎は章寄るし い 自己敏砕を示してしる貫入時

に既に 固化 していた 事が催定される.周囲。瀬戸川泉腐群の貰宕には熱変質を

与え た形跡が 出 い:/Ji.非 常 にlii!化した砂岩場が破砕部に混入 していた唱で桓〈

捜所迄高認のまま土井 して 来 た と考えられる.

ピタライ ト玄武岩り構虞鉱坊 は容積 で 41 ，らを示めるはゐ(斑〉品オリープ

石の他 に は まれに普通蹄石二のはん( 1/0品及び自酔令呈寸るタローム鉄鉱りは

ん(斑)品が存在する4のみで ，石基 は 長 柱 状 白 斜 長 石 と 普 通 輝 石 と 鉄 鉱 粒 ょ っ

成 るe はん (斑 ) 品 オリープ石の光宇性は0(1.6"15，01.711 ，2V(+)

8 80 で これよヲ求めた組成は F080 Fa2Cである 。 又X統幽折計 により

( 1 3 0 )線の 位置詮求めた所 CuKα に 対 L..32.2350でこれより Fc.ε3.'

Fa '6.5が得られた.131

この 岩石の 化学組成は房総半島産のもりと近似 し， 間結指数MgOxlOO/

MgO+FeO+Fe ~ C . ト Na~ O+K;Oは 7200と著しく 高 い.斑品オリー

プ 石が容畿で 30偽位蛇紋石 に変ヲて いる ので棺当量 り (+)H.Oが含まれ互

Fe203が増加 Lているもりと考えられる。 Ti02がやや事〈石基の普通輝石

が淡い 帯紫 色を呈するチタン普通輝石である事に対応 Lているが .アルカりの

総量 は は な はだ少な〈特に K20に乏 Lい事は注目を要 する . しかしこり岩石

の嵩lマグマの分化牧と考えられる脈岩がアノレカり岩 であ? .総アルカ リ最白書

い岩型が軍参成される分化作用を行なうものと機定される a
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Mーフ石の他に はまれにクロム鉄鉱と普通鯨石が認められる旬斑品と Lてオ

(産量)エヲケノレを含めた Fo83.5 Fa 10吾のオリー フ石 43 ~ゐみであるから，

を 総 化 学 組 成 か ら 引いて石韮の化学組成

そり結果はなお大変MgOに 1sんだ組成を示L-.Fe203が多いのは

は 先 に 述べたよlうlに蛇紋右化に伴う散化が効いて来ているためであろう.

と ノ ル マティプのクロム鉄鉱と H20

を求めた。

FeO+Fe203-MgO-alk.三角図におけるこの石義組成。位置は久野博

土による伊豆箱根地方本源マグマ四位置と MgO隅を結五線上で 10怖だけ

MgO偶に寄令た所に来る。

ト玄武岩の石基組成は未骨化な一種のオリープ石玄震岩マグマ

このような母液からー迎。アルカリ岩型脈岩が分

と 0 ピクライ

を代表するもりと考えられ.

化するものと思われる巴
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静岡市美和高山産ピタライ ト玄 武岩 の 化 学 組 成

給化学組成
( 1石0蕗0組4ら成に決算j

ノ ノレ A

8iO， 4 O. 9 5 4 5.7 5 。守J 0.5 0 

Al，O. 5. 7 4 1 1. 0 1 ab 4.9 3 

Fe ，0 3 3.7 2 7.1 4 an 1 2.7 9 

FeO 7.6 6 1.80 WO 4.0 0 

lMgO 3 O. 8 9 2 2.5 1 en 1 3. 4 6 

CaO 4. 5 1 8. E 5 t.s 1. 7 5 

Na，O 0.5 8 1. 1 1 fo 4 4. 5 2 

K，O 0.0 8 o. 1 5 fa 6.2 3 

TiO， 0.8 7 1. 6 i i1 1. 6 5 

MnO O. 1 1 O. 2 .¥ mg 5.4 0 

NェO 0.2 2 chr 

Cr，03 O. 4 3 

P，05 もr tr 

H，O+ 3.6 8 

HzOー 0..9 6 

合計 1 0 O. 4 0 1 0 O. 0 0 

稽度 2.97. FeO+Fe，03 
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M 伊豆箱根本源マグマ

L ピタライト 宝震掛の石基成骨

P ピタライ ト玄武岩口総成舟
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